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今回の文献紹介コーナーでは，胸部コンピュータ支援診断（CAD）に関する文献を紹介したい
と思います．CAD の開発には，一般に，検出や分析の対象となる病変によって異なる手法が用いられる
傾向がありますので，胸部 CADの文献は，病変毎に紹介した方がよいと思います．そこで，今回は，FDA(米
国食品医薬品局)で認可され商品化された結節状陰影の検出に関して論じられている文献，日本で商品化
された経時的差分像技術に関する論文，そして，完成度の高い間質性肺疾患の検出および分類に関する

文献に分けて，紹介をしてみたいと思います．CT に関しては，世界中の多くの研究者が精力的に研究
を行っている最中ですので，またの機会に紹介したいと思います．

論文紹介に入る前に，CAD の研究を始める前に，是非読んでいただきたい解説論文がありま
すので，紹介します.
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１．は，CAD の基礎概念や，研究の現状・将来の可能性について非常によくまとめられた論
文で，自動診断と CAD との違いや，実際に診断にどの程度どのように役にたつのかを定量的に評価す
ることの重要性について，説得力のあるわかりやすい文章で書かれています. さらに，病変の検出と鑑
別診断についての CAD の手法と結果がとてもうまくまとめられており，現在までにどのような研究が
なされているのか，そして，今後どのような研究を行うべきなのか，などの多くの点で参考になります．

2.は，CAD の研究開発についての問題点が述べられています. ここで述べられている内容は，研究を行
う上で大変参考になりますので，是非読んで欲しいと思います． 3.は，放射線技術学会雑誌の CAD 技
術論文特集号に特別寄稿された論文ですが，実用化の状況や診療放射線技師と CAD 研究とのかかわり
の必要性について述べられています．

さて，ここからは，（１）結節状陰影の検出，（２）経時的差分像技術，（３）間質性肺疾患

の検出と分類に関する，重要な論文を紹介したいと思います.
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上記の番号４~１４の論文のうち，番号 5,9,14 の文献は，CAD を用いた場合と用いない場合
の ROC 解析を，多くの医師に行ってもらい，実際に CAD を用いて診断した方が用いずに医師だけで診
断した場合よりも，病変の検出能が統計的に有意に上がることを述べられたものです．CAD の手法開発
には，実際に診断を支援し役に立つことを証明する研究が必要であることが本当によくわかります．そ

の他は，技術的な手法が述べられております．これらの論文を読むと，研究の進め方や，データの読み

方，新しいアイディアなど，多くのことを勉強することができます．これから，CAD の研究を行いたい
と考えている方は，頑張って読んで頂きたいと思います．必ず参考になると思います．

ここで紹介した技術的な論文は，全て海外のジャーナルのものになってしまいましたが，とり

あえず，全体像が知りたいと思う方は，日本語で書かれた解説論文がありますので，それを読むことを

薦めます．これらの論文は，胸部 CAD に関する手法の大切な結果が簡潔でわかりやすくまとめられて
います．
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